
国際学部と就職

内定率、業種、勤務地、サポート体制

広島市立大学 国際学部
就職・キャリア形成支援委員会

教授 吉田 晴彦



2024年3月卒業者の進学・就職の状況

希望者 決定者
就職

決定率

男子 25 2 21 21 100.0 19 19 100.0 2

女子 93 2 80 79 98.8 55 55 100.0 11

計 118 4 101 100 99.0 74 74 100.0 13
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100）
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広 島 市 立 大 学 キ ャ リ ア セ ン ター

2024 年 3 月 31 日 現 在

希望者
（Ａ）

前年同期 進学・
就職以外

の者
区　　分 卒業者 進学者

就職希望者

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに、2024年3月卒業生の就職状況について説明します。

お示ししている表は、2024年３月卒業生の3月31日時点における就職状況です。

国際学部生の就職決定率は99.0％で就職希望者のほぼ100％が就職を決定しています。
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2024年3月国際学部卒業生  業種別就職先

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2024年３月卒業生の業種別就職先の人数を表すグラフです。

上位３業種は、卸売・小売業17％、情報通信業13％，卸売・小売業および金融・保険業が11%です。

多様な業種に就職していることも特徴です。



北海道

1%

関東地方
38%

東海地方

1%

近畿地方

10%

中国地方

5%

広島県内
13%

広島市内
23%

四国地方

3%

九州地方

6%
（2024年3月31日現在）

2024年3月国際学部卒業生  地域別就職先

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは、2024年3月卒業者の地域別就職先のグラフです。

関東地方が38％、

広島県内が36％

後は県外の近畿地方が10％，次いで九州地方の6％となっています。



選択必修科目としてキャリア形成・実践科目を開講

卒業後の進路・職業選択に向けたキャリア形成支援を低学年から実施

●キャリアデザインⅰ・ⅱ

自分についての振り返り、企業と社会に関する分析を通し、

卒業後の自身をイメージ、これからの大学生活を設計・実践する力を修得

●仕事体験演習
ビジネスマナーについて学んだうえで、実際の仕事を体験することにより、

いかにその後の学び・将来の業務遂行に活かせるのか考える力を習得

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは本学で実施している就職・キャリア形成支援についてご紹介します。
本学では、選択必修科目としてキャリア形成・実践科目を開講しています。
その中でも、画面に出ております、「キャリアデザインⅰ（いち）、ⅱ（に）」と「仕事体験演習」は1年生から受講することができます。
自己分析や働くことについての理解、また実際に企業で仕事を体験することを通して、
これからの大学生活や将来の働き方について考える力を身に付けます。





学内合同企業研究セミナー

企業の採用担当者や本学OB・OGに参加してもらい

事業内容や業界事情について話を聞くイベント
※全学年対象

写真は昨年度の様子

2024年2月19日(月)～22日(木) 4日間

本学食堂にて対面開催（2日間） 

オンライン開催（2日間）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、本学では毎年「学内合同企業研究セミナー」を開催しています。
昨年度はマツダ株式会社、ヒルトン広島、株式会社ウッドワン、株式会社RCCフロンティアなど県内の優良企業を中心に136社の企業にご参加いただきました。
セミナーには、就職活動本番を間近に控えた３年生だけでなく、１年生も参加しており、採用担当者や本学のOBOGによる企業の事業や業界についての説明を熱心に聞いていました。




インターンシップ・仕事体験の単位認定

① 学内でビジネスマナーに関する事前研修
② 夏期休暇中、企業や公的機関で原則５日以上の就業体験に参加
③ 本学で事後発表会 ⇒ 単位認定

 ２年生にも企業等における仕事体験への参加を推奨

●おもなインターンシップ・仕事体験の参加先
県庁・市役所など公的機関、非営利団体、営利企業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここから、国際学部の就職活動サポートをご紹介します。

国際学部では、将来にむけて「行動力」を身に付けるための専門科目として、「企業インターンシップ」および「公的機関インターンシップ」を開講しています。

これらの科目は３つの部分からなり、まず、大学内で事前研修という講義を受けます。

次に、８月・９月に企業、あるいは市役所や県庁、NPO法人などの公的機関で就業体験をします。

その間、どのような研修を受けたのか、日報の形で日々の活動を記録します。

最後に１２月上旬にインターンシップの報告会を開きます。

専門科目として２単位を取得したい場合は、報告会での発表が義務として課されます。

国際学部では，２年生にもインターンシップ参加を推奨しています。



長期化する就活：本人が納得できる就職を!!

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
お示ししているグラフの赤い線はそれぞれ，2023年度の内定率の推移，青い線は2022年度の内定率の推移を、
赤い棒は2023年度の各時期における内定者数，青い棒は2022年度の各時期における内定者数を表しています。

大学としては引き続き情報収集と就職支援活動を継続していきます。


学生にとって大切なことは、情報に振り回されないように学修にしっかりと取り組むこと、自己分析・企業研究等の就職準備活動を着実に行うことです。

保護者のみなさまにおかれましては、今後とも大学とともに学生をサポートしていただければと思います。

私からの説明は以上となります。　どうもありがとうございました。



昨年度の卒業生たち(2024年3月） 吉田撮影
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